
令和４年１１月１８日に再公告した入札説明書等の
訂正について

事業名：国道４１号黒崎電線共同溝ＰＦＩ事業

令和５年１月１１日

北陸地方整備局



国道４１号黒崎電線共同溝ＰＦＩ事業　入札説明書等の訂正について（令和5年1月11日）

令和4年11月18日に公表した国道４１号黒崎電線共同溝ＰＦＩ事業の入札説明書等に関し、以下のとおり訂正する。

No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

1

添付2
要求水準
書【再公
告】

32 第3章 4 (2) 掘削土工

ア　仮設工
　電線共同溝工の床堀りは、軽量鋼矢板による土留掘削を予定してい
る。なお、土留掘削の施工時間帯は夜間とする。事業者は同工法により
難い場合は、北陸地方整備局に報告し指示を受けるものとし、必要に応
じて設計変更の対象とする。
（追加）

ア　仮設工
電線共同溝工の床堀りは、軽量鋼矢板による土留掘削を予定している。
なお、土留掘削の施工時間帯は夜間とする。事業者は同工法により難い
場合は、北陸地方整備局に報告し指示を受けるものとし、必要に応じて
設計変更の対象とする。
なお、軽量鋼矢板設置・撤去の延べ延長については、設計業務成果に基
づき設計変更の対象とする。

2

添付2
要求水準
書【再公
告】

34 第3章 4 (7)
アスファルト舗
装工

（追加） キ　舗装の本復旧に係る切削オーバーレイ工（殻運搬・殻処分含む）の
施工範囲については、開削土工の実施範囲等を踏まえ、北陸地方整備局
と協議の上決定するものとし、設計変更の対象とする。

1



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

3

添付2
要求水準
書【再公
告】

36 第3章 4 (13) 電線共同溝工

（追加）
ア　ハンドホール蓋
ハンドホール蓋については、シリンダー錠により施錠する構造を標準と
する。また、国土交通省のマーク及び管理番号を付すことを標準とす
る。
イ　設計条件の確認
事業者は、電線共同溝管路の施工及び特殊部(小口板)製作等において、
事前に占用業者等に対し、設計図書に基づき設計条件の確認を行い、そ
の結果を北陸地方整備局に報告すること。
なお、確認の結果、設計図書に変更が生じた場合は、必要に応じて設計
変更の対象とする。
ウ　委託契約
本工事のうち、引込管及び連系管・連系設備については、別途、占用業
者等に対し委託契約することを予定しているが、施工範囲及び工程調整
等詳細については、北陸地方整備局の指示による。

ア　プレキャストボックス（特殊部）
本工事のうち、プレキャストボックス（蓋含む）の設置に要する費
用とこれに付属する部材の材料費等（基礎、蓋、鉄蓋調整リング、地上
機器台座、地上機器リング、立金物、ベルマウス、ダクトスリーブ等）
について当初計上していないが、設計業務成果に基づき設計変更の対象
とする。
 アイ　ハンドホール蓋
ハンドホール蓋については、シリンダー錠により施錠する構造を標準と
する。また、国土交通省のマーク及び管理番号を付すことを標準とす
る。
 イウ　設計条件の確認
事業者は、電線共同溝管路の施工及び特殊部(小口板)製作等において、
事前に占用業者等に対し、設計図書に基づき設計条件の確認を行い、そ
の結果を北陸地方整備局に報告すること。
なお、確認の結果、設計図書に変更が生じた場合は、必要に応じて設計
変更の対象とする。
 ウエ　委託契約
本工事のうち、引込管及び連系管・連系設備については、別途、占用業
者等に対し委託契約することを予定しているが、施工範囲及び工程調整
等詳細については、北陸地方整備局の指示による。

4

添付2
要求水準
書【再公
告】

36 第3章 4 (14) 交差点照明設備

ア　交差点照明柱基礎位置
交差点照明柱基礎位置については、交通管理者及び北陸地方整備局立会
のうえ決定するものとし、現地状況等により基礎の形状が変わる場合は
協議するものとし、契約変更の対象とする。
（追加）

ア　交差点照明柱基礎位置
交差点照明柱基礎位置については、交通管理者及び北陸地方整備局立会
のうえ決定するものとし、現地状況等により基礎の形状が変わる場合は
協議するものとし、契約変更の対象とする。
なお、交差点照明柱の基数については、設計業務成果に基づき設計変更
の対象とする。

5

添付2
要求水準
書【再公
告】

39 第3章 4 (22) 交通管理

本工事の交通管理には、交通誘導警備員(交通誘導警備員Ａ　1,430人・
日、交通誘導警備員Ｂ　2,450人・日)を予定している。なお、警察等関
係機関との協議により交通処理方法等の変更が生じた場合は、事業者は
北陸地方整備局に報告するものとし、設計変更の対象とする。

本工事の交通管理には、交通誘導警備員(交通誘導警備員Ａ　10人・日、
交通誘導警備員Ｂ　10人・日)を予定している。なお、警察等関係機関と
の協議により交通処理方法等の変更が生じた場合は、事業者は北陸地方
整備局に報告するものとし、設計変更の対象とする。

2



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

6

添付2
要求水準
書【再公
告】

49 第5章 1 (5) 業務の実施

(5) 業務の実施
事業者は、業務の実施に際して次のことに対応すること。
（追加）
ア 苦情等への対応
（省略）
イ 想定外の事態への対応
（省略）
ウ 災害時・非常時の対応
（省略）
エ 危険物・火気の取扱
（省略）

(5) 業務の実施
事業者は、業務の実施に際して次のことに対応すること。
ア 交通管理
本業務の交通管理において、交通誘導警備員を当初は見込んでいない。
事業者は、交通誘導警備員の配置が必要となる場合は警察等関係機関と
の協議の上、交通処理方法等について北陸地方整備局に報告するものと
し、設計変更の対象とする。
ただし、一般国道４１号における交通の誘導に関わる交通誘導警備員を
配置する場合は、箇所毎に1人以上、交通誘導警備業務の検定合格警備
員を配置しなければならない。
 アイ 苦情等への対応
（省略）
 イウ 想定外の事態への対応
（省略）
 ウエ 災害時・非常時の対応
（省略）
 エオ 危険物・火気の取扱
（省略）

7

添付8
様式集及
び記載要
領【再公
告】

6 4 (2) イ (イ) 提案書

なお、副分については、提出書類に応募者名並びに代表企業、構成企
業、協力企業の企業名を一切記載せず、応募者名については入札参加表
明書提出時に与える記号を表記し、企業名については「代表企業」「構
成企業A」「構成企業B」「協力企業A」「協力企業B」等の匿名を使用
すること。

なお、副分については、提出書類に応募者名並びに代表企業、構成企
業、協力企業の企業名を一切記載せず、応募者名については空欄とし、
企業名については「代表企業」「構成企業A」「構成企業B」「協力企業
A」「協力企業B」等の匿名を使用すること。

3



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

8

添付8
様式集及
び記載要
【再公
告】

47
様式B-
4⑤-Ⅰ

事業費内訳書

Ⅰ　設計業務

1. 事前調査業務

2. 詳細設計業務

2-1　詳細設計業務

（1）詳細設計業務

（2）直接経費

（3）その他原価

（4）一般管理費

3. 設計業務に係る調整業務

3-1　設計業務に係る調整業務

（1）設計業務に係る調整業務

（2）直接経費

（3）その他原価

（4）一般管理費

Ⅱ　工事業務

2. 工事業務に係る調整業務

2-1　工事業務に係る調整業務

（1）工事業務に係る調整業務

（2）その他原価

（3）一般管理費

Ⅲ　工事監理業務

1. 工事監理業務

1-1　工事監理

（1）工事監理

（2）その他原価

（3）一般管理費

項目

1. 整備工事業務

　（既存支障施設の移転・解体撤去・復旧工事費を含む）

（略）

（略）

Ⅰ　設計業務

1. 事前調査業務

2. 詳細設計業務

2-1　詳細設計業務

（1）詳細設計業務

（2）直接経費

（3）その他原価

（4）一般管理費等

3. 設計業務に係る調整業務

3-1　設計業務に係る調整業務

（1）設計業務に係る調整業務

（2）直接経費

（3）その他原価

（4）一般管理費等

Ⅱ　工事業務

2. 工事業務に係る調整業務

2-1　工事業務に係る調整業務

（1）工事業務に係る調整業務

（2）その他原価

（3）一般管理費等

Ⅲ　工事監理業務

1. 工事監理業務

1-1　工事監理

（1）工事監理

（2）その他原価

（3）一般管理費等

項目

1. 整備工事業務

　（既存支障施設の移転・解体撤去・復旧工事費を含む）

（略）

（略）

4



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

9

添付8
様式集及
び記載要
【再公
告】

52
様式B-
4⑤-Ⅰ

入札時工事費内
訳書

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

5



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

10

添付8
様式集及
び記載要
【再公
告】

53
様式B-
4⑤-Ⅰ

入札時工事費内
訳書

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

6



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

11

添付8
様式集及
び記載要
【再公
告】

54
様式B-
4⑤-Ⅰ

入札時工事費内
訳書

数量を修正

7



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

12

添付8
様式集及
び記載要
【再公
告】

55
様式B-
4⑤-Ⅰ

入札時工事費内
訳書

13

添付8
様式集及
び記載要
領【再公
告】

92
様式
G-1

4 (2) 掘削土工

ア　仮設工
　電線共同溝工の床堀りは、軽量鋼矢板による土留掘削を予定してい
る。なお、土留掘削の施工時間帯は夜間とする。事業者は同工法により
難い場合は、北陸地方整備局に報告し指示を受けるものとし、必要に応
じて設計変更の対象とする。
（追加）

ア　仮設工
電線共同溝工の床堀りは、軽量鋼矢板による土留掘削を予定している。
なお、土留掘削の施工時間帯は夜間とする。事業者は同工法により難い
場合は、北陸地方整備局に報告し指示を受けるものとし、必要に応じて
設計変更の対象とする。
なお、軽量鋼矢板設置・撤去の延べ延長については、設計業務成果に基
づき設計変更の対象とする。

14

添付8
様式集及
び記載要
領【再公
告】

93
様式
G-1

4 (7)
アスファルト舗
装工

（追加） キ　舗装の本復旧に係る切削オーバーレイ工（殻運搬・殻処分含む）の
施工範囲については、開削土工の実施範囲等を踏まえ、北陸地方整備局
と協議の上決定するものとし、設計変更の対象とする。

数量を修正

8



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

15

添付8
様式集及
び記載要
領【再公
告】

94
様式
G-1

4 (13) 電線共同溝工

（追加）
ア　ハンドホール蓋
ハンドホール蓋については、シリンダー錠により施錠する構造を標準と
する。また、国土交通省のマーク及び管理番号を付すことを標準とす
る。
イ　設計条件の確認
事業者は、電線共同溝管路の施工及び特殊部(小口板)製作等において、
事前に占用業者等に対し、設計図書に基づき設計条件の確認を行い、そ
の結果を北陸地方整備局に報告すること。
なお、確認の結果、設計図書に変更が生じた場合は、必要に応じて設計
変更の対象とする。
ウ　委託契約
本工事のうち、引込管及び連系管・連系設備については、別途、占用業
者等に対し委託契約することを予定しているが、施工範囲及び工程調整
等詳細については、北陸地方整備局の指示による。

ア　プレキャストボックス（特殊部）
本工事のうち、プレキャストボックス（蓋含む）の設置に要する費
用とこれに付属する部材の材料費等（基礎、蓋、鉄蓋調整リング、地上
機器台座、地上機器リング、立金物、ベルマウス、ダクトスリーブ等）
について当初計上していないが、設計業務成果に基づき設計変更の対象
とする。
 アイ　ハンドホール蓋
ハンドホール蓋については、シリンダー錠により施錠する構造を標準と
する。また、国土交通省のマーク及び管理番号を付すことを標準とす
る。
 イウ　設計条件の確認
事業者は、電線共同溝管路の施工及び特殊部(小口板)製作等において、
事前に占用業者等に対し、設計図書に基づき設計条件の確認を行い、そ
の結果を北陸地方整備局に報告すること。
なお、確認の結果、設計図書に変更が生じた場合は、必要に応じて設計
変更の対象とする。
 ウエ　委託契約
本工事のうち、引込管及び連系管・連系設備については、別途、占用業
者等に対し委託契約することを予定しているが、施工範囲及び工程調整
等詳細については、北陸地方整備局の指示による。

16

添付8
様式集及
び記載要
領【再公
告】

94
様式
G-1

4 (14) 交差点照明設備

ア　交差点照明柱基礎位置
交差点照明柱基礎位置については、交通管理者及び北陸地方整備局立会
のうえ決定するものとし、現地状況等により基礎の形状が変わる場合は
協議するものとし、契約変更の対象とする。
（追加）

ア　交差点照明柱基礎位置
交差点照明柱基礎位置については、交通管理者及び北陸地方整備局立会
のうえ決定するものとし、現地状況等により基礎の形状が変わる場合は
協議するものとし、契約変更の対象とする。
なお、交差点照明柱の基数については、設計業務成果に基づき設計変更
の対象とする。

17

添付8
様式集及
び記載要
領【再公
告】

96
様式
G-1

4 (22) 交通管理

本工事の交通管理には、交通誘導警備員(交通誘導警備員Ａ　1,430人・
日、交通誘導警備員Ｂ　2,450人・日)を予定している。なお、警察等関
係機関との協議により交通処理方法等の変更が生じた場合は、事業者は
北陸地方整備局に報告するものとし、設計変更の対象とする。

本工事の交通管理には、交通誘導警備員(交通誘導警備員Ａ　10人・日、
交通誘導警備員Ｂ　10人・日)を予定している。なお、警察等関係機関と
の協議により交通処理方法等の変更が生じた場合は、事業者は北陸地方
整備局に報告するものとし、設計変更の対象とする。

9



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

18

添付8
様式集及
び記載要
領【再公
告】

101
様式
G-1

1 (5) 業務の実施

(5) 業務の実施
事業者は、業務の実施に際して次のことに対応すること。
（追加）
ア 苦情等への対応
（省略）
イ 想定外の事態への対応
（省略）
ウ 災害時・非常時の対応
（省略）
エ 危険物・火気の取扱
（省略）

(5) 業務の実施
事業者は、業務の実施に際して次のことに対応すること。
ア 交通管理
本業務の交通管理において、交通誘導警備員を当初は見込んでいない。
事業者は、交通誘導警備員の配置が必要となる場合は警察等関係機関と
の協議の上、交通処理方法等について北陸地方整備局に報告するものと
し、設計変更の対象とする。
ただし、一般国道４１号における交通の誘導に関わる交通誘導警備員を
配置する場合は、箇所毎に1人以上、交通誘導警備業務の検定合格警備
員を配置しなければならない。
 アイ 苦情等への対応
（省略）
 イウ 想定外の事態への対応
（省略）
 ウエ 災害時・非常時の対応
（省略）
 エオ 危険物・火気の取扱
（省略）

19

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

20
数量総括表
（工事業務） プレキャストボックス工（特殊部）を削除

10



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

20

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

21
数量総括表
（工事業務）

21

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

22
数量総括表
（工事業務）

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

11



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

22

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

23
数量総括表
（工事業務）

23

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

24
数量総括表
（工事業務）

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

12



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

24

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

26
数量総括表
（工事業務）

数量を修正

13



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

27
～
28

25

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

数量総括表
（工事業務）

数量を修正

14



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

26

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

33
～56

図面

図面番号　○ / 36 図面番号　○ / 24

27

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

34
～53

図面

プレキャストボックス（特殊部）寸法 （見え消し）

28

添付9
入札時積
算数量図
面書【再
公告】

57
～72

図面

図面番号　25 / 36　～　36  / 36 （削除）

29

添付10
見積参考
資料【再
公告】

9
見積参考資料
（工事業務）

参考事項の数量を修正

15



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

30

添付10
見積参考
資料【再
公告】

10
見積参考資料
（工事業務）

32

添付10
見積参考
資料【再
公告】

20
見積参考資料
（工事業務）

参考事項の数量を修正

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

16



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

32

添付10
見積参考
資料【再
公告】

21
見積参考資料
（工事業務）

33

添付10
見積参考
資料【再
公告】

22
見積参考資料
（工事業務）

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

17



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

34

添付10
見積参考
資料【再
公告】

23
見積参考資料
（工事業務）

35

添付10
見積参考
資料【再
公告】

24
見積参考資料
（工事業務）

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

18



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

36

添付10
見積参考
資料【再
公告】

25
見積参考資料
（工事業務）

37

添付10
見積参考
資料【再
公告】

26
見積参考資料
（工事業務）

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

プレキャストボックス工（特殊部）を削除

19



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

38

添付10
見積参考
資料【再
公告】

30
見積参考資料
（工事業務）

数量を修正

20



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

39

添付10
見積参考
資料【再
公告】

33
～
34

見積参考資料
（工事業務）

数量を修正

数量を修正

21



No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

40

添付10
見積参考
資料【再
公告】

35
見積参考資料
（工事業務）

41

添付10
見積参考
資料【再
公告】

39
見積参考資料
（工事業務）

機械賃料補正：ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽﾌﾞﾛｯｸ設置及び道路照明灯建柱については、
施工時間20:00～5:00(8h)の内22:00～5:00(6h)の深夜割増を想定してい
る。

機械賃料補正：（削除）道路照明灯建柱については、施工時間20:00～
5:00(8h)の内22:00～5:00(6h)の深夜割増を想定している。

42

添付10
見積参考
資料【再
公告】

54
～
68

参考図

プレキャストボックス（特殊部）寸法 （見え消し）

数量を修正

数量を修正

22




